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20
19

年度

三
和
地
区
社
協
方
針
固
ま
る

社協発足の経緯踏まえ
みんながつながる三和を目指す

か

な

め

各
町
会
と
の
連
携
を
要
に

会長インタビューに臨む

渡邉 惠子 編集委員

渡
邉

地
域
に
お
住
ま
い
の

み
な
さ
ん
か
ら
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
そ
の
も
の
が
何
な

の
か
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て

い
る
の
か
、
よ
く
解
ら
な
い

と
の
声
を
耳
に
し
ま
す
。

ま
ず
、
そ
の
点
に
つ
い
て
、

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

泉
水

簡
単
に
申
し
上
げ
れ

ば
、
地
域
の
福
祉
政
策
を
推

進
す
る
組
織
と
言
え
ま
す
。

渡
邉

で
も
、
福
祉
政
策
は

行
政
の
課
題
か
と
思
う
の
が

一
般
的
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

泉
水

そ
の
通
り
で
す
。
で

す
が
、
行
政
の
力
に
も
限
界

が
あ
り
、
実
際
の
活
動
で
は

地
域
組
織
の
取
組
み
が
必
要

に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
に
理
解
を
深
め

て
戴
く
た
め
に
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
経
緯
を
お
話
し
ま

す
と
、
国
（
現
厚
生
労
働
省
）

は
、
昭
和

2

6

年
に
少
子
高

齢
化
時
代
へ
の
対
応
と
し
て
、

社
会
福
祉
事
業
法
を
制
定
し
、

全
国
の
市
町
村
単
位
に
社
会

福
祉
協
議
会
（
現
地
区
社
協
）

の
設
置
を
推
進
し
ま
し
た
。

泉
水

県
内
で
は
市
町
単
位

に
な
り
ま
す
が
、
現
在

5

4

社
協
が
構
成
さ
れ
、
市
原
市

内
で
は

1

1

社
協
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

渡
邉

そ
れ
ぞ
れ
同
じ
取
組

み
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？

泉
水

基
本
は
行
政
指
針
に

準
じ
ま
す
が
、
地
域
の
特
性

を
踏
ま
え
、
優
先
事
項
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
組
織
が
個
々
に
設

定
し
て
い
ま
す
。

い
り
ま
す
。
（
左
表
の
内
容
詳

細
説
明
が
あ
り
ま
し
た
）

渡
邉

多
岐
に
わ
た
る
取
組

み
で
す
が
、
具
体
的
に
は
、
ど

の
よ
う
に
進
め
て
行
か
れ
る
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＜最終回＞

After

回 顧 録

昨年10月15日の川在町会/通いの場

の
家
内
が
突
然
倒
れ
た
。
重

篤
な
病
だ
っ
た
。
幸
い
、
警
察

病
院
へ
の
入
院
と
脳
外
科
最

高
医
師
の
手
術
に
よ
り
、
一

命
を
取
り
と
め
、
術
後
の
後

遺
症
の
発
症
も
な
く
無
事
健

康
を
回
復
す
る
事
が
出
来
た
。

そ
の
と
き
ば
か
り
は
、
神
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
が
溢
れ
た
。

私
は
仕
事
を
通
じ
、
沢
山

の
仲
間
や
友
人
に
恵
ま
れ
て

き
た
。
人
と
の
絆
が
す
べ
て

の
行
動
の
規
範
で
あ
る
と
の

思
い
か
ら
、
今
後
の
生
き
方

と
し
て
地
域
社
会
へ
奉
仕
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
道
を
選

択
し
た
。

平
成
１
７
年
頃
よ
り
居
住

す
る
福
増
町
会
で
の
地
域
活

動
に
取
組
み
、
基
盤
と
な
る

町
会
規
約
の
整
備
を
進
め
な

が
ら
、
町
内
の
環
境
美
化
を

柱
と
し
た
地
域
づ
く
り
と
、

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大

切
に
す
る
明
る
い
町
づ
く
り

に
地
域
の
方
々
と
力
を
合
わ

せ
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

町
会
役
員
以
降
は
、
平
成

２
１
年
よ
り
、
三
和
コ
ミ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
会
長
職
、

平
成
２
９
年
よ
り
同
セ
ン
タ

ー
の
理
事
長
を
務
め
、
現
在
、

市
社
協
理
事
、
市
小
域
福
祉

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
代
表
、

地
区
社
協
理
事
、
地
区
社
協

小
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部

長
と
肩
書
ば
か
り
が
並
ぶ
が

地
域
社
会
に
奉
仕
す
る
と
の

初
心
は
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ

は
な
い
。

平
成
２
８
年
４
月
、
大
変

光
栄
な
こ
と
に
天
皇
陛
下
に

家
内
共
々
拝
謁
し
、
『
瑞
鳳
双

光
章
』
の
叙
勲
を
受
け
た
。

家
内
の
支
え
あ
っ
て
の
受

賞
だ
っ
た
が
、
、
今
ま
た
私
を

陰
で
支
え
る
家
人
に
感
謝
を

し
た
い
。

ロ
ー
カ
ルフ

ラ
シ
ュ

こ
へ
で
も
。

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公

認
名
誉
検
定
員
、
同
指
導

員
。
時
に
良
寛
詩
を
吟
じ

（
ク
ラ
ウ
ン
吟
詠
全
国
大

会
出
場
）、
時
に
禅
画
（
個

展
２
回
・
嵩
山
少
林
寺
よ

り
禅
僧
名
拝
受
）
の
一
筆

を
握
る
。

お
呼
び
が
あ
れ
ば
鎌
や

鍬
を
マ
イ
ク
に
替
え
て
吟

詠
の
ひ
と
コ
マ
。
禅
画
教

室
開
催
。

大
道
無
門
、
若
き
日
に

道
を
求
め
よ
。
老
い
て
豊

か
に
な
る
。

帰
家
穏
座
１
０
年
、
公

立
高
校
体
育
教
師
４
２
年
、

退
職
し
て
か
ら
は
農
業
の

傍
ら
趣
味
三
昧
。

自
然
を
敬
し
隣
人
和
し

て
閑
雅
な
暮
ら
し
。
誰
に

褒
め
ら
れ
な
く
て
も
よ
ろ

し
い
。

一
服
茶
屋
、
東
屋
を
建

立
し
、
ぐ
る
り
里
山
を
眺

め
る
至
福
の
ひ
と
と
き
。

竹
林
、
古
井
戸
を
配
し
た

古
民
家
再
生
農
民
ぎ
ゃ
ら

り
ー
『
竹
里
館
』
に
は
、
自
作

の
禅
画
が
所
狭
し
と
ず
ら

り
と
並
ぶ
。

訪
ね
来
る
人
あ
れ
ば
福

の
神
と
し
て
迎
え
、
こ
こ

は
心
安
ら
ぐ
わ
が
ふ
る
さ

と
。息

絶
え
る
ま
で
文
武
両

道
、
山
川
草
木
自
然
こ
そ

わ
が
師
と
学
ぶ
こ
と
、
農

閑
期
の
冬
は
ス
キ
ー
三
昧
、

雪
上
で
あ
れ
ば
地
球
上
ど

『たすけあい三和』
お役に

たちまっせ！

三 和 地 区 社 協

たすけあい事業部

現
場
は
、
光
風
台
３
丁
目

森
さ
ん
宅
。
作
業
内
容
は
、

敷
地
内
除
草
と
エ
ア
コ
ン
の

フ
ィ
ル
タ
ー
清
掃
。

こ
の
日
、
作
業
を
担
当
さ

れ
た
の
は
、
進
藤
誠
さ
ん
、

岸
田
明
博
さ
ん
、
入
野
武
進

さ
ん
の
３
名
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
屋
外
で

ら
年
に
２
回
ほ
ど
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
利
用
の
き
っ
か
け
は
？

A
地
区
民
生
委
員
の
花
澤

さ
ん
に
こ
の
制
度
を
紹
介

し
て
戴
ま
し
た
。
以
前
は
、

植
木
屋
さ
ん
に
お
願
い
し

た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、

本
当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。

☎ ０７０－５４５２－８３３３

地区社協「たすけあい三和」

受付；月・水・金（祝祭日除く）

受付時間；9：00～14：30

ご
利
用
は
電
話
で

お
気
軽
に
！

【鶴岡 康一さん】

◇
ご
利
用
で
き
る
方
◇

・
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
（
６
５
歳
以
上
）

・
高
齢
者
の
み
の
世
帯

・
障
害
者
の
み
の
世
帯

◇
ご
利
用
料
金
◇
・
始
め
の
１
時

間
ま
で
８
０
０
円
・
１
時
間
超

過
後
３
０
分
ご
と
に
４
０
０
円

加
算
・
そ
の
他
実
費
・
事
前
に

お
見
積
り
致
し
ま
す
。

◇
活
動
内
容
◇
・
除
草
や
庭
木
の

刈
込
・
屋
内
清
掃
や
照
明
交
換
、

家
事
支
援
/
掃
除
、
洗
濯
、
炊
事
、

そ
の
他
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

は
、
額
に
汗
が
滲
む
。

午
前
９
時
に
ス
タ
ー
ト
し

た
作
業
は
、
３
時
間
ほ
ど
で

終
了
し
た
。
（
写
真
参
照
）

◇
依
頼
主
の
森
さ
ん
へ
も

お
話
を
伺
っ
た
。

Q
こ
の
制
度
を
利
用
す
る

の
は
初
め
て
で
す
か
？

A
い
い
え
、
３
年
ほ
ど
前
か

た
す
け
あ
い
事
業
部

で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
募
集
中
で
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
は

依
頼
者
と
作
業
部
隊
を

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
役
目

で
す
。
具
体
的
に
は
作
業

内
容
、
現
地
状
況
の
確
認
、

見
積
作
成
な
ど
を
通
し
、

依
頼
者
の
希
望
に
即
し

た
作
業
を
計
画
す
る
役

割
で
す
。
あ
な
た
の
力
を

お
貸
し
下
さ
い
。
☎
連
絡

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
募
集
中

５
月
３
０
日
、
た
す
け
あ
い
事
業
部
の
現
地
作
業
を
取
材

し
た
。
目
的
は
三
和
地
区
内
の
み
な
さ
ん
に
、
こ
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
、
よ
り
多
く
の
方
々
へ
利
用
の
機
会
を
広
げ
た
い
と
の

思
い
か
ら
だ
。

【

取
材
・
さ
わ
か
ぜ
編
集
委
員

川
上

保

】

森 さ ん 宅 前 庭

作 業 前

作 業 後

玄関へのアプローチも
スッキリきれいに

私
は
平
成
１
６
年
３
月
末

日
を
以
っ
て
、
警
視
庁
警
察

官
を
定
年
退
職
し
た
。
４
２

年
間
の
勤
め
で
あ
っ
た
。

人
は
時
と
し
て
自
ら
の
人

生
を
振
り
返
る
と
き
が
あ
る
。

職
業
人
と
し
て
の
生
き
ざ
ま

に
は
、
一
点
の
悔
い
も
な
い
。

反
面
、
家
庭
や
地
域
に
お

け
る
自
分
を
想
う
と
き
、
そ

の
感
慨
の
無
さ
に
気
づ
く
。

本
当
に
家
内
に
は
苦
労
を

か
け
た
。

退
職
を
１
年
前
に
し
て
そ

寄
稿

さ
わ
か
ぜ
に
寄
せ
て

新
堀
町
会

鶴
岡

康
一
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狭
し
と
ず
ら

り
と
並
ぶ
。

訪
ね
来
る
人
あ
れ
ば
福

の
神
と
し
て
迎
え
、
こ
こ

は
心
安
ら
ぐ
わ
が
ふ
る
さ

と
。息

絶
え
る
ま
で
文
武
両

道
、
山
川
草
木
自
然
こ
そ

わ
が
師
と
学
ぶ
こ
と
、
農

閑
期
の
冬
は
ス
キ
ー
三
昧
、

雪
上
で
あ
れ
ば
地
球
上
ど

『たすけあい三和』
お役に

たちまっせ！

三 和 地 区 社 協

たすけあい事業部

現
場
は
、
光
風
台
３
丁
目

森
さ
ん
宅
。
作
業
内
容
は
、

敷
地
内
除
草
と
エ
ア
コ
ン
の

フ
ィ
ル
タ
ー
清
掃
。

こ
の
日
、
作
業
を
担
当
さ

れ
た
の
は
、
進
藤
誠
さ
ん
、

岸
田
明
博
さ
ん
、
入
野
武
進

さ
ん
の
３
名
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
屋
外
で

ら
年
に
２
回
ほ
ど
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
利
用
の
き
っ
か
け
は
？

A
地
区
民
生
委
員
の
花
澤

さ
ん
に
こ
の
制
度
を
紹
介

し
て
戴
ま
し
た
。
以
前
は
、

植
木
屋
さ
ん
に
お
願
い
し

た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、

本
当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。

☎ ０７０－５４５２－８３３３

地区社協「たすけあい三和」

受付；月・水・金（祝祭日除く）

受付時間；9：00～14：30

ご
利
用
は
電
話
で

お
気
軽
に
！

【鶴岡 康一さん】

◇
ご
利
用
で
き
る
方
◇

・
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
（
６
５
歳
以
上
）

・
高
齢
者
の
み
の
世
帯

・
障
害
者
の
み
の
世
帯

◇
ご
利
用
料
金
◇
・
始
め
の
１
時

間
ま
で
８
０
０
円
・
１
時
間
超

過
後
３
０
分
ご
と
に
４
０
０
円

加
算
・
そ
の
他
実
費
・
事
前
に

お
見
積
り
致
し
ま
す
。

◇
活
動
内
容
◇
・
除
草
や
庭
木
の

刈
込
・
屋
内
清
掃
や
照
明
交
換
、

家
事
支
援
/
掃
除
、
洗
濯
、
炊
事
、

そ
の
他
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

は
、
額
に
汗
が
滲
む
。

午
前
９
時
に
ス
タ
ー
ト
し

た
作
業
は
、
３
時
間
ほ
ど
で

終
了
し
た
。
（
写
真
参
照
）

◇
依
頼
主
の
森
さ
ん
へ
も

お
話
を
伺
っ
た
。

Q
こ
の
制
度
を
利
用
す
る

の
は
初
め
て
で
す
か
？

A
い
い
え
、
３
年
ほ
ど
前
か

た
す
け
あ
い
事
業
部

で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
募
集
中
で
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
は

依
頼
者
と
作
業
部
隊
を

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
役
目

で
す
。
具
体
的
に
は
作
業

内
容
、
現
地
状
況
の
確
認
、

見
積
作
成
な
ど
を
通
し
、

依
頼
者
の
希
望
に
即
し

た
作
業
を
計
画
す
る
役

割
で
す
。
あ
な
た
の
力
を

お
貸
し
下
さ
い
。
☎
連
絡

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
募
集
中

５
月
３
０
日
、
た
す
け
あ
い
事
業
部
の
現
地
作
業
を
取
材

し
た
。
目
的
は
三
和
地
区
内
の
み
な
さ
ん
に
、
こ
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
、
よ
り
多
く
の
方
々
へ
利
用
の
機
会
を
広
げ
た
い
と
の

思
い
か
ら
だ
。

【

取
材
・
さ
わ
か
ぜ
編
集
委
員

川
上

保

】

森 さ ん 宅 前 庭

作 業 前

作 業 後

玄関へのアプローチも
スッキリきれいに

私
は
平
成
１
６
年
３
月
末

日
を
以
っ
て
、
警
視
庁
警
察

官
を
定
年
退
職
し
た
。
４
２

年
間
の
勤
め
で
あ
っ
た
。

人
は
時
と
し
て
自
ら
の
人

生
を
振
り
返
る
と
き
が
あ
る
。

職
業
人
と
し
て
の
生
き
ざ
ま

に
は
、
一
点
の
悔
い
も
な
い
。

反
面
、
家
庭
や
地
域
に
お

け
る
自
分
を
想
う
と
き
、
そ

の
感
慨
の
無
さ
に
気
づ
く
。

本
当
に
家
内
に
は
苦
労
を

か
け
た
。

退
職
を
１
年
前
に
し
て
そ

寄
稿

さ
わ
か
ぜ
に
寄
せ
て

新
堀
町
会

鶴
岡

康
一


